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事務処理標準化ＷＧの進捗状況について 

 

１ 協議事項 

 （１）資格事務の標準化 

 （２）給付事務の適正化 

 （３）その他事務処理標準化に関すること 

 

２ 構成団体 

所沢市、本庄市、草加市、戸田市、久喜市、伊奈町、川島町、長瀞町、さいたま市、

埼玉県国民健康保険団体連合会、埼玉県 

 

３ 開催状況 

 第１回 令和元年７月４日（木）１４：００～１６：００ 

 （議題） 

  １ 優先的に検討すべき県内統一基準について 

  ２ 被保険者証と高齢受給者証の一体化に伴う証の郵送方法について 

  ３ 都道府県による不正利得の回収について 

  ４ その他 

 

 第２回 令和元年１１月１２日（火）１４：００～１６：２０ 

 （議題） 

  １ 埼玉県国民健康保険運営方針の見直しについて 

  ２ 高額療養費（申請事務手続きの簡素化、申請書類の統一等）について 

  

４ 検討状況 

別紙のとおり 

 

５ 今後の開催予定 

・ 第３回を令和２年１月に開催予定 

・ 以降、合計１回のワーキンググループを開催予定 



別紙

項目 検討状況

１　優先的に検討すべき
　県内統一基準について

○　市町村アンケート結果に基づき、要望の多かった高額療
　養費（申請手続きの簡素化、申請書類の統一等）、外国人
　の国保資格（基準の統一、マニュアルの作成等）等につい
　て、検討することとした。

○　高額療養費について、各市町村の事務処理（申請受付方
　法、領収書の取扱い、７０歳以上被保険者の手続きの簡素
　化等）のアンケート調査結果に基づき協議し、簡素化及び
　領収書の確認方法を中心に議論している。

２　都道府県による不正
　利得の回収について

○　市町村が行う不正利得の返還金の徴収等に関する事務の
　うち、広域的な対応が必要なもの又は専門性の高いものに
　ついて、都道府県が市町村から委託を受けて行うことがで
　きるとされた。

○　委託対象や委託事務の範囲、費用負担の方法など県と市
　町村の協議が必要な事項を整理し、内容の検討を進めてい
　る。

３　埼玉県国民健康保険
　　運営方針の見直しに
　　ついて

○　保険給付の適正な実施及び事務の広域的・効率的な運営
　について、次期運営方針で見直し・反映すべき項目に係る
　検討を開始した。

事務処理標準化ワーキング・グループにおける検討状況
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